
  

○●○●○ コラム【 2018 年後半も、一歩ずつ前へ 】○●○●○ 

今年もはや後半に入りました。梅雨が明ければ夏本番ですが、キラキラ

した真夏はお盆が過ぎるぐらいまで、意外に短いものです。そうこうする

うちに秋になりますから、あっという間に今年も終盤を迎えます。この半

年、自分ながらに進めてきた新しい試みを、そのまま後半も努めていきま

しょう。そこで、今月の『チャレンジであなたも人も成長する訓』です。 

その３．「〈雲の上の人〉に手紙を書いて、自分の〈身の丈〉を伸ばす！」 

実際の例をご紹介します。同僚から誘われて会社の茶道サークルに入った人がいます。ほんの付き合いのつ

もりだったそうですが、やってみると、自分でも意外なほど魅せられた。もっと深く、広く、学びたい。そう

思うようになったそうです。茶道に開眼したわけですが、本格的に学ぶためには、さて、どうしたらいいかし

らと思いめぐらせていました。そこで頭に浮かんだのが、宗家の家元に手紙を書くこと。 

少々突飛な発想ですが、それほど茶道に〈ハマった〉のでした。新しい世界に出会えた悦び、その感激を感

謝とともに伝えて、茶道の世界を深く探究するための示唆を授かりたかった、と言います。とはいえ、ごくご

く一般人の手紙ですから、無視されたとしても気にしないつもりで、でも丁寧に、体裁よく、思いを綴り、お

願いを綴ったそうです。すると何と、当の家元から返信の手紙が届いた。そこには励ましの言葉と著名な先生

の教室への紹介が書かれていたのです。このエピソードを語ってくれながら、ご本人は目に涙を浮かべ、声を

詰まらせていました。その後、ご本人が茶道を究めていったのは言うまでもありません。 

社会的な問題をビジネスで解決しようと活動を始めた人が、大企業の協力を得て、社会的な働きかけをして

いきたいと、手紙で協力を願い出た人もいます。ほとんどの大企業はホームページに組織図を紹介しています

から関連する部署を想定することも難しくありません。その部署宛に、活動の趣旨や姿勢、事業活動の展開方

法を丁寧に言葉にし、文章にして、参考資料も添付し、奥行きのある文書に仕上げて出したのでした。ほどな

く関係部署の担当者から連絡があり、協力関係へと発展していったのでした。 

本物、本質を見抜く人に手紙でアプローチしてみる。すると自分の身の丈を測ることができ、伸ばすことも

できます。試してみる値打ちはあるはずです。 

そしてもし、お返事や反応がもらえたなら、ぜひチャレンジ応援拠点にも、お知らせに来てください！誰か

と喜びを共有することは、さらに前に進んでいくための力になります。そしてあなたの体験がまた、チャレン

ジしたい他の誰かの一歩を、後押しすることに繋がっていきます。 

○●○●○ イベント情報○●○●○ 

★拠点メンバー限定 カフェ deチャレンジ☆交流会★ ※拠点だよりが届いている方限定イベントです 

拠点を訪れる女性同士の出会いは、話が通じる、刺激を受ける、前に踏み出す勇気が湧いてくる…など、他に

はない「体感」があります。新たなコラボの可能性や仲間との出会いを創出する「メンバー限定交流会」を開

催します！ 

平成 30 年 8 月 26 日（日） 14 時～15時 30 分  会場：クレオ大阪中央・チャレンジカフェ  

定員：女性 25名（申込先着順）    参加費：500 円（ワンドリンク＆おやつ付） 

申込方法：来室・メール・FAX・電話にて事務局まで 

★ＬＩＮＥ＠やっています！  友だち追加→検索画面から、ID「＠qfw3172h」です♪または、こちらから↑  

女性チャレンジ応援拠点だより 7 月 

女性チャレンジ応援拠点 
場所：大阪市天王寺区上汐 5-6-25 クレオ大阪中央 4階 

電話＆ファックス：06-7659-9640  

メール：women-kyoten＠danjo.osaka.jp 
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